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九期工業大学先端教育コラボレーシ丑ンプラザ

荘 地 :~tjL1+1市戸畑匿{山本初Tl -1
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51年〉

改鯵年:2008年(平成  20年)

途:大学総合教育研究棟(改修後)

謀本議・大学校舎(改修前)

建物所葬者:周立大学法人九州工業大学

改修設計者:九州工業大学嫡設課

-藤井建築研究所十千葉大学上野武

持式会社桂離合設計事務所、抹式会社総合設罷計瞬、 EEP研究所

改修路工者:溝江建設株式会社、株式合社千葉工務!万、株式会社

西本建設工業株式会社、持式会社あい iまら、三建設備工業教式会社

九州工業火学先端教育コラボレ…ションプラザのある戸焔キャンパスは、辰野金吾によって 1907年(明治的年)

に設計された野淡な車庫線を持つキャンパスであった。 JキャンパスのJ:t心施設は戦前まで利用されたが、戦後議て

れキャンパスの骨格は大きく変わった。ドいら施設の総合教育棟、学術受流ホールは老朽化し、学生支援ブラ

ザも使命を終えた状況にあった。

今回新たにキャンパスリニューアル言?函の一環として、各務化や耐震性能の再三よ誌に対して、大規模な改修が行

われた。施設を単なる個々の定数物の機能更新により改修するのではなく、新しい概念、即ち f創設の淑:念を失い

かけたキャンパスの再生jを日指し f過去から未来へつながるキャンパスの再生jを掲げたのが今回の改修計縦で

ある。新築の f情報学轡プラザ Ie:改修の「総合教育機jがロの字型に広場会絞り阻み、そのや心に保全・湾企し

た「学生支援プラザ J~配置した。地上部は明快な較が建物色段通し、キャンパスの歩行者ネットワ}クが設けら

れ、明快な軸線を持ったかつてのキャンパスの魅力を取り戻している ο その結果、交流の場となる泳ープンスペー

スの怒備、情報環境のための高度情報機接援備、大学の歴史鼠統合感じられる大学史料館の整備が行われ、保存・

改修建物若干の除!渓性・省ぷネル"1'--バリアフリ一線の機能向上を災現させて成功している。「総合教育線J
外療面に空調議外機霞き場周架命令設蜜し、維持保会の容易性を前聞に強調すると共に、目隠しを兼ねたアルミ

土、I

ンチングメタルが日射を制御し空調負荷を軽減している O また、建物状況に応じた変調方式を各々採用し、

よる切り忘れ防止や、電気使用畿の計測によるヱネル午、…の f晃える化 J;会

全国の大学におけるトップクラスの施設マネジメント体制が構築されているα 「学生支援プラザ、jは入

より弱。震総強ずる事なく係主主させ、康史的な建物を受け継ぎ次世代へ学校の伝統，文化を継承さ

せたσ また、「学術交流*-ルjは原設計者のコンセヅトを琴錦した上で、よりシンブルな空間をj等生し、新たな

建築を誕生させている。

ヰャンパス計闘のリニューアルは菱重しい。保存・改修ー慾務の判断が大きく次世代に影響会与える。今回の計械は、

既存建物の保存・改修・新築のバランスが取れたキャンパス針闘である。保存・改修・毅:築が…体となっため露五・

プラザを取り囲み、歴史の綴承と未来へのバトンタッチが行われた。予算計滅、設計、工事、

での議題、利用者である学生、教授l スえ夕ツフがそれぞ陣埠息、学校J

チ}ムワークと、燃史的な学校への後備毒患いやりが発揮された計磁であるの受け継ぐべきものは物・αJる主詳価され 

建物ではなく綴絡である。その共滋認識が建築の紫へ大きく影響を lj.え、創設の理念を灸いかけたキャンパスの

;阿佐に成功している。 
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